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雜

錄

ギ

f

 

脅主，義
，の國
家
觀

-

'
0檩
準
を
進

_め
*
る
^
實
に
秦
し
、
此

®.
求
の
遺

_
ぁ

，

る
を
認
む
る
の
み
な
ら
ず
、
•
斯

る

生

活

標

準

の

*'
步

の
 

社
會
全
體
に
有
利
な
る> J

ミ
を
鳴
へ
ん
ヒ
す
o 

.

炭
坑
失
の
生
活
が
今
日
如
何
に
貧
し
き
狀
態
に
居
る
.

や
は
、
3 £

家
屋
を
愿
れ
ば
、
些
の
疑
を
挾
む
能
は
ざ
る 

如
ち
日
の
炭
坑
村
落
ほ
^

注

居

の

..狀

態
 

に
於
で
、
慘
猶
た
る
4

の

^
''
'

他

化

比

類

を

見

ざ

る

拆

に
し
て
、
南
ク
工
ー

ル
ス
、
ラ
ナ
ル
ク
シ
ヤ
ー
、
ウ
ァ
ー 

ゥ
ギ
/

シ

ャ

ー

、

ス
タ
ッ
フ
ん
ォ
ー
ド
シ

.ャ

ー

坑'
K

地

方

CD

如
き
、
文
明
の
形
跡
の
何
も
の
た
る
や
を
知
み
能
ば 

ざ
る
な
り
。
吾
人
に
し
て
坑
夫
の
實
鈒
上
進
に
關
す
る 

要
求
を
許
媒
す
る
tt

す
る
も
、
總
で
の
炭
坑
業
が
食
評 

上
0

關
係
に
於
て
、
統
1

せo

る
、
に
於
て
は
、
炭
坑 

「

業
に
於
け
る
戰
前
の
利
益
^

對

し

て

、:'
;
ブ

片

の

懿

食

を 

加
へ
？
る
を
得
ベ
き
こ

ビ
を
情
'̂
v
r
/る
を
得
ャ
。

.(

此

項

未

完

)

第
二
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六

ギ
ル
ド
社
會
主
義 

の

國

家

観

(

占加

田

m

I
§ ■

I:
. ..く

I
.

.

I
:i
i
fe 

1
I

i
I 
1 
i
i
fiiSI
I

ギ
ル
ド
f t

會
主
義
又
は
ナV

ョ
ナ\

%
ャ
ル
ブ
の
思
想

は
ナ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
ど
コ
レ
ク
チ
ビ
ズ
ム

(

集
產
主

義)

ミ
に
對
す
る
批
評
か
ら
生
れ
た
ど
云
ふ
こ
ビ
が
出

來
；る
の
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
社
會
生
義
の
兩
者
に
對
す
る
.

批
評
は
其
經
濟
的
方
而
に
於
：て
は
發
業
管
现
權
の
問
題

で
あ
る
“

ク
エ
ッ
ブ
に
從
へ
ば

*

業
管
a

の
g

M

は
之

を
三
つ
に
分
類
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
一
、
何
が
生
產

せ
ら
.る
；べ
き
か
の
問
題
換
言
す
れ
ば
消
費
^

に
.供
給
せ

ら
る
ベ
き
貨
物
，又
は
動
勞
の
：秫
«

に
關
ず
る
^

«

、
こ
、

生
產
方
法
に
關
す
、る
決
- ®

、.
即
ち
材
料
の
採
弔
、
方
法
：
 

の
選
捧
、
.麥
働
者 

7
J
7、

，人

於

1

件
即
ち
勞
働
場
所
の
温
度
、
空
氣
、
衛
生
設
備
、勞
働
© 

强

度

、..繼
賴
時
間
並
に
其
報
酬
と
し
て
與
べ
ら
れ
る 

赁
鈒
の
間
題
之
れ
で
ぁ
る
。
;;
'(s., 

a
i 

B,. W
e
b
b

 

:
| 

Industrial Democracy, p. 

8
1
8)

ぃ
ギ
ル
ド
社
會
主
義
'集
齑
生
_

並
に
ナ
ン
デ
ィ
カ
クX

 

、人
は
こ
の
產
.業
管
理
の
間
題
に
對
し
て
各
々
異
れ
る
1

 

度
を
採
つ
て
居
る
。
こ
，の
態
度
の
相
異
は
咬
た
こ
れ
等 

三
つ§

主
義
の
國
家
に
對
す
る
觀
方
の
相
異
で
わ
る
。
 

私
は
以
下
简
單
に
集
產
主
義
並
に
：̂

ンV

ィ
カ
リ
ズ
ム 

の
乙
れ
に
對
す
る
能
度
^

南
遨
.に
對
す
る
ギ
ダ
ド
社
會 

,
主
義
の
批
評
と
最
後
に
ギ
ー
ド
»

會
生
義
者
.の

國

謹
 

を
紹
介
し
た
い
ビ
思
ふ
，o: 
,

: 

:■■
> 

.

.

U

產
業
管
现
權
問
題
に
關
ず
る
集
產
主
義
ま
た
は
國
家 

社
會
主
義
の
S

は
シ

ド
ニ！

 

i

ッ
ブ
k
侬
つ
て
代 

表
せ
ら
る
、
ビ
見
る
の
は
極
め
て
妥
當
で
ぁ
る
。
然
ら 

ば
クH

ッ
ブ
は
こ
れ
等
の
問
題
に
關
し
て
如
何
な
る
學

說

を

抱
'懷
し
.て
お
.
.る
<で
.̂:
ら
：ぅ

か
0
.
.

第

I

の
何
が
生
產

せ

ら

るT

&

か
を
決
定
ず
る
の
«

 

刺
ば
消
鎪
者
に
あ
る
と
.
ク
.

ユ
ダ
ブ

は
主
#
ず

る

。
：何
ぐ
し 

な
れ
ば
社
龠
全
體
K

對
し
て
最
大
の
滿
足
を
得
る
：爲
め 

に
は
消
費
渚
.の
必
^

と
^
蕻
と
を
最
も
靡
臌
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
こ
の
問
題
に
對
す
る
決 

定
權
は
必
然
的
^
消
費
者
の
掌
中
に
な
け
れ
ば
な
ら
な 

，一
い
。
こ
れ
等
の
消
製
者
.の
：欲
藥
か
資
本
主
義
制
度
か
>
 

ま
た
は
消
費
者
の
任
意
的
圈
結
忙
ょ
る
?t
f

組
合
か
ま 

た
は
、
人
民
の
結
合
即
ち
都
市
又
は
國
家
の
企
業
か
の 

い
づ
れ
に
.ょ
つ
で
最
1

ょ
く
*

足
せ
ら
れ
る
か
！1

大
間 

題
で
あ
る
。
、
け
れ
ど
も
員
0|

ま
義
制
双
ま
た
は
資
本
、3£ 

_
制
度
の
も
ヰ
に
お
い
て
も
共
忙
勞
働
者
は
生
藤
物
の 

薇
類
の
決
定
權
を
持
つ
て
居
な
い
の
ば
、
消
费
は
^
费 

卷

の
®

も

ょ
く

知
る
所
で
あ

る
す
共U

、
勞
働
者
ば
消 

費

者

の

溢

：要
b

對
し
て
何
等
の
智
識
も
な
け
れ
ば
、
ま 

た
勢
働
渚
は
進
步
的
社
會
の
特
色
で
あ
る
需
翦
の
鉍
化

第
十
四
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觀
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第
十
叫
卷(

二
八
〇)

雜

錄 

に
對
し
て
も
、
偏
見
を
有
す
る
か
.
ら
で
あ
る
。

'

.第1
1

呤
問
題
即
ち
生
磔
秫
料
の
採
用
踫
捻
、
生
S

. 

.
法
办
決
定
撕
も
消
幾
漭
好
之
を
有
ず
べ
き
で
あ
る
。
榮 

働
激
は
自
己
の
化
，生
産
の
方
法
を
；最
善
の
も
の
、
 

ビ
信
じ
て
盾
て
、
其
改
良
進
步
R

fJ

し
て
は
大
な
る
漏 

1見
を
有
す
る
も
の
で

あ
る

。
.新
し
い
機
械
#
具
の
採
用 

は
勞
働
溝
の
地
位
を
常
に
‘
脅
か
す
か
ら
で
あ
る
。
勞
働 

組
合
の
機
械
に
對
す
杏
態
度
：は
之
を
歷
史
的
に
見
て
ょ 

く
こ
の
こ
S

を
語
る
も
の
で
あ
る
。
勞
働
紕
合
は
常
に 

新
機
械
0 '

採
用
に
對
し
て
反
對
し
來
.
つ
た
、
勞
働
者
は 

常
に
新
生
產
方
法
代
敵
意
を
示
し
て
來
れ
。
だ
か
.ら
勞 

働
# :
^

生
產
方
法
の
決
定
權
を
與
ふ」

る
こW

は
生
產
技
.
 

::

術
の
停
滯
、；

不
振
を
惹
觸
ず
る
乙
せ
.で
あ
る
。

：：

:

::
:
.
第
ー
ー1
:の
.勞
働
條
件
め
^

^

は
：自
£

以
上
の
ー1

1

-

C,

:
31
:

本
質
を
異
^'

す
る
も
：の
で
あ
る
：
.:

0
.勞

働

時

間

、
•工

場

0
衛
决
設
備
等
の
勞
働
條
件

1
2
_;1
>
P
:
K
も
深
い
智
識 

芯
：̂

^
摩

利

害

併

せ

有

る
.
|の
，成

勞

働

者

节-办
'

ド
社
會
主
義
：：

Q.

國
家
觏.
.
. 

第
ニ4-
. 

^
:

'

る
.0

資
本
主
義
劁
度
'
の
下
U

發

る

企

證

も

.集
產
主 

義
制
度
の
卞
忙
お
け
る
役
眞
も
滎
働
者
办
辦
驗
ビ
其
心 

:

理
ヒ
を
辣
解
す
る
J
が
1

な
い
-？.彼
等
«'
-
:驗
費
の
：勸 

減
6

能
率
の
.
«

進
S

を
の
み
其
念
頭
:̂
®

ぐ
o
,

|

の
«
に
立

.つ
て
^

を
.見

て

價

路

の

低

靡

な
 

;

る
乙
？
は
®
も
歡
.迎
す
旮
所
で
あ
る
.。
故
：に
彼
等
は
常 

I

に
勞
働
：者
の
勞
働
條
件
1

1
:
®
#

の
幸
福
の
*

^

^
 

件
た
る
勞
働
«
#:
に
：戰
し
.て
深
甚
な
法
意
を
霉
ヶ
勝
ち 

で
あ
る
"

け
れ
ぞ
^

#

主̂
馨
制
度
の
下
に
お〗

い
て
：は 

企
業
家
を
通
b

v
、
集
產
主
義
制
度
の
下
に
於
：て
は
.其 

役
員
を
通
.じ
て
勞
働
條
件
0
決
定
權
を
有
す
る
者
は
會 

I

K
者
の
み
で
'あ
.る
。
け
れ
^
も
段
主
的
集
康
主
義
阈
家
：
 

一\

に
あ
0
て
.
«國
：民
の
，生
^

^
準
の
向
上
ば
最
大
の
_

®

:

^
s
o
全
入
良
の
：ー
五
分
の
.四
を
占
む
る
勞
働
者
階
紙 

,
:
の
生
活
狀
態
に
豐
て
は
深
甚
な
注
意
が
挪
は
る
べ
き
：
 

で
あ
る
。
而
し
：て
S
此
方
面
の
興
論
^
揩
繅
し
、
生
產
«■

ミ

し

て

(S

$
傲者
階.
級

地

M
を
其
K
主
的
集
產
主
I

m
#

I
|

il
|

'

I
I11
iiI
I

|
I
i

!a
家
に
あ
い
て
、
向
上
せ
し
め
ん
ミ
す
る
の
任
務
を
有
說
に
對
し
で
如
何
な
‘灰
批
f

加
へ
て
奮

炉
。
ギ
が 

す
る
も
の
は
勞
働
組
合
で
あ
る
王
張
す
る

パ
即

ぢ

勞

.

ド
社
會
主
義
の
立
場
に
立
つ
謂
は
集
it
生

義

に

對

し

’
て 

働
組
合
は
資
本
主
義
制
度
の
下
^
お
け
る
戰
鬬
的
機
關
猛
烈
な
る
攻
雜
h
加
.，へ
' て
お
.
4
0
.
ギ

^
K-
社
會
主
義
0
 

k

し
て
の
み
存
在
し
、
::
將
來
の
國
家
に
あ
い
て
は
消
滅
.

创
說
者
で
*'
るH

 

o
r
1f

ォ
レ
！
デ
0,
如
き
は
其
| 

す
べ
し
S
な
^
す
、
之
を
集
齑
主
義
國
家
に
：お

け

る

官
—

:人
で
あ
る
。
彼
は
集
產
*
義

6
個
人
主
義(

資
本
主
_) 

僚
的
抑
»
生
_
に
對
抗
す
：る
爲
め

i
輿
論
を
誘
導
すI」

I

對
立
せ
し
め
て
お
る
が
、
乙
CO
:

®
は
_

®

に 

べ
き
機
關
す
し
て
、
以
つ
'l
：
生
康
者
の
利
益
が
消
費
者|

お
い
て
相
違
し
な
い
も
の
で
あ
る
笆
し
て
お
る
。
即
ち 

の
利
益
の
爲
に
蹂
_
せ

ら

る

、

こ

ミ

を

防

*
せ

ん

と

ずI
®

本
主
義
が
其
資
本
私
有
の
'爲

^

產

業

管

理

權

を

其

手
 

る
の
：で
あ
る
。(

W
e
b
b

 

:
i
o
p
:
,
c
f 

p
p
.

00
1
8-
00

2
5

)
」

.
中
に
掌
搌
す
る
^

集
產
主
義
も
亦
國
家
ぬ
費
本
を 

要
す
6-
に
、：

ク
.エ
マ
V

0

#ふ
る
集
產
■主

義

.
の

國

家

 

'集
中
し
、
所
有
す
る
乙
S

R
依
つ
て
、
產
業
管
理
#
を 

R
あ
つ
'て

は

、

こ
れ
等
ー
ー

0
'0-
*.
*

^
理
ば
地
理
的
.の

掌

握

せ

ん

^
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
^
逄
業
の
管
理 

:
■

恶
随
'職
即
ち
»
家
代
ょ
り
て
決
定
せ
ら
る
>

0
で
：
ー
ビ
資
本
.の
所
有
と
云
ふ
ニ
つ
の
事
は
全
然
別
間
題
で
あ 

あ
る
。
怎
を
他
の
言
葉
^
換
.：へ
^
云
ぺ
ば
國
家
路
能
主
ー
る
。’
資
本
を
所
有
す
る
乙
€
は
觀
に
所
有
す
4

0 '
^
で 

義
令
あ
る
"

_
會

制

度

に

：ょ

各
8

€
萬
能
主
義(

：.即

ち

,
あ
るr

:

然
玫
に
產
槳
を
^

^
ず

.？ y

ビ
は
資
本
を
活
■働 

消
费
者
專
‘制
の
純
會
組
織
で
‘あ

る

ヴ

. 

せ
し
め
る
勞
修
を
管
理
ず
る
乙
岑
で
あ
‘る
0
然
る
^
個 

l
i

f

./.

人
主
義
も
集
產
主
顏
t
共
從
.こ
の
：ニ
つ
の
作
信
づ
い 

然

ら

ば

ギ

ー_ド
社
會
主
翁
潘
は
こ
の
ク
ニ
ッ
ブ
の

¥

て
區
別
す
る
こ
ミ
が
な
い
の
で
あ
る
。
ォ
レ
ー
デ
は
斯 

第

十

时

港(

ニ
八
1)

：

雜

、

緣

ギ

^
-
社
會
虫
義
の
國
滎
铖
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箱
十
四
卷
.

へ
こ
八
二 

)

丨

雜

錄

ギ

f

紫

砉

の

蜃

觀

一  1

く

の
‘如
ぐ
集
產
主
義
と
個
人
主
_
と

の

作

用

を

論

じ

-
て 

次
の
如
ぐ
集
產
主
義
を
評
し
て
お
る
。「

集
產
主
義
は
個 

人
主
義
の
如
く
資
本
所
有
の
結
果
と
し
て
產
業
管
理
權 

を
掌
振
す
る
。
換
言
す
れ
ば
を
は
個
人
主
義
の
如
く
、 

資
本
を
所
有
す
る
こ
と
化
依
つ
て
、
勞
働
を
管
理
す
； 

:

權
利
を
掌
搌
す
る
の
で
あ
、る
o 
Z

の
點
に
お
い
て
私
\ 

的
资
本
家
か
ら
資
本
の
所
有
を
奪
ふ
？
共
に
、
產
業
管 

1!
に
對
す
る
現
在
の
勢
力
を
^

^
せ
ん

€
す
る
集
產
主
：
 

«
は
象
fc
Ii
家
資
本
主
義
に
過
ぎ
な
い
。
何
^
な
れ
ば 

:

資
本
ホ
*

は
.資
本
を
所
荷
す
る
資
格
は
ま
た
產
業
®
 

ち
勢
働)

を

管

理

す

る

資

格

，で

あ

る

ご

云

ふ

叚

定

k
% 

$
礎
を
置
き
、
を
し
て
こ
の
事
實
：は
國
家
が
現
在
の
資 

本
家
階
級
に
代
る
ど
き
に
お
い
で
も
_
觅
せ
ら
れ
な
、し 

か
ら
で
あ
る
。」

(

>
* 

R
.
:o
r
a
g
 ̂

:
I
A
n

 A
l
p
h
a
b
e
t

 

of 

isconomics. 

p. 

1
4
) 

，

斯
c
の

如

き

批

評

は

ギ

A

ト

社

會

中

：
義

赉

の

均

し

ぐ

\

 

集

產

半

籤

に

對

し

て

行

ふ

も

の

で

ぁ

る

。

,%
く

の

如

き

第

二

號

f

西
〇

批
評
か
ち
出
發
す
る
ギ
ダ

ド

社

會

主

_

は

淹

槳

管

理

間
 

題
に
對
し

て

、必
然

泛

集

產

主

義

良

對

の

態

度

を

採

る

の

であ
る
。
私

は

こ

、
は
ク
工
’
ッ

ブ

の

學

說

に

：

對 

す
る
批
評
ヒ
し
て
*キ
グ
.
ド

社

會

主

義

の

卓

®

せ
る
理
論 

家
デ
！

デ
.ィ
，
エ
ッ
チ
。
コ
ー
ル
の
所
說
を
窺
a

.た
い
ビ 

思
ふ
o

四

第

一

の
間
題
即
ち
何
が
生
康
せ
ら
る
ベ
S

か

の
間
道

は
消
費
者
-

-
財
の
依
つ
て
作

ら

る

、
人

で

ば

な

く

、

崩
が
其
使
用
の
爲
R
作
6

る
>
A
-

—

^

依
つ
て
決
定 

せ
ら
る
ベ
§
で
あ
る
。
こ
の
解
答
は
l

m甚
だ
明
瞭
の 

様
で
あ
'る
が
、
そ
れ
は
沿
費
者
ま
た
は
國
家
R
對
し
て 

，生
産
者
の
無
責
任
を
前
提
：ど
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
家 

制
度
の
下
に
於
け
る
企
業
家
は
a
論
上
恰
度
こ
の
地
位 

を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
象
は
彼
の
好
む
も
の
を
' 

其
欲
す
る
所
R
お
い
て
、
欲
す
る
^
量
丈
け
、
.生
產
す 

る
-c
す

が

出

來

：て
、

浪

費

者

は

.た

.
☆
其

購

買

力

に

よ

つ

て
の
み
資
本
家
を
锏
勸
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ

‘，.；
も
し
勞
働
組
合
が
そ
の
利
涧
0'
爲

R
生
產
す
る
刚
體 

I
—

ト
ラ
ス
ト
の
如
き
I—

,で
あ
る
ど
し
た
な
ら
•は
、
 

^

愤
は
ま
た
資
本
家
制
度
の
注
產
ビ
異
，る
所
.が
な
V

。 

勞
働
組
合
は
.ぞ
か
.場
合
に
は
、：
«
物
濫
造
:0
爲
で
は
な 

ズ

、

暴
利
を
貪
る
ど
ゼ
に
侬
つ
て
、

：ー
般
の
非
難
を
受」 

け
る
に
蚕
る
で
ぁ
ら
5

0

然
る
に
之
^
反
し
て
、
勞
働 

姐
合
が
營
利
®l
體
で
—
な
ズ
、
利
潤
を
#
る
こ
^
を
目 

的
ビ
せ
す
、
其
生
谛
物
の
贩
寶
價
格
^
關
係
な
く
' I 

笼
の
支
鉛
を
受
け
.る
ビ

S

，

消
费
者
は
其
生
產
女
指
. 

導
す
べ
き
何
等
か
の
平
段
が
な
け
れ
ば
尨
ら
な
い
。
生 

產
者
は
此
場
合
に
趴
て
は
^
員
«
を
代
表
す
る
幽
體
ビ 

商
議
す
る
■の
を
必
要
と
す
る
。
彼
等
は
國
家
ど
商
議
し 

翁
'a

«の
: »
«
的

意

志

ね

依

っ

て

指

導

ぜ
-&
れ

な

け

れ 

ば
な
ら
な
い
。
ギ
ル
ド
社
會
主
義
者
の
主
張
せ
ん
せ
す 

る
所
は
こ
の
後
の
®
合
で
あ
る
。

.

’

.

.

第
二
の
間
題
は
生
產
過
程
に
關
す
る
間
題
で
あ
る
。 

•過
去
の
勞
働
組
合
は
新
し
い
生
產
過
程
に
對
し
て
偏
見 

^
滿
ち
た
刿
斷
.を
1,
て
お
つ
た
の
は
舉
實
で
あ
る

。
商 

業

的

の

價

値

の

み

を

見

て

、

其

の

勞

働

，者

に

及

ぼ

す

影 

響
を
顧
み
る
乙

ミ
な
く
新
生p

方
法
を
採
用
す
る
無
责 

,任
な
資
本
家
階
級
^
相
對
し
て
居
た
事
情
の
下
k
於
て 

は
.勞
働
孝
ぬ
生
產
：過
程
に
於
け
る
變
改
を
不
信
の
服
を 

以

つ

て

見

る

の

は

：當

然

.で

あ

る

。

ff
生
產
方
法
の
採
用 

は
勞
働
者
に
對
し
て
M

*
な
賃
銀
ビ

失
業
ビ

を
意
味
す
t 

る
も
の
で
あ
つ
れ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
新
生
產
方
法 

R
對
す
る
澇
働
者
0
反
對
は
：邦
新
方
法
の
使
用
せ
ら
る 

、
樣

武

の

如

何

に

あ

る

。
.
も

し

其

方

法

が

資

本

家

の

手 

中
^
お
い
て
利
用
せ
ら
る
、
な
ら
ば
勞
働
«
は
之
に
-» 

し
て
反
對
し
、
其
生
產
方.法

：.

R
於
け
る
變
改
が
勢
働
遨 

.全
體
と
し
て
、
日
々
の
勞
働
を
輕
減
す
る
も
.の
な
ら
&
. 

彼
等
は
之
を
歡
迎
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
過
去
及
び
现 

在
に
於
け
る
新
生
產
方
法
に
對
す
る
勞
働
龃
会
の
能
度

|

部
十
掘
傲
，

C

K
三
、)

.

雜

錄ギル下馨虫義©國家觀

s

i
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第

二

號
i

一

H.

ク
ス
プ
ロ
ィ
テ
■

•
•シ
ヨ
ン
 

*

は
絞
遽
の
危
險
が
除
か
れ
て
も
尙
ほ
勞
働
潜
の
新
生
產
に
は
生
產
渚
は
消
费
者
を
«

み
.
る
己
S

な
く
其
欲
す
る 

方
法
1:

對
す
る
敵
意
は
准
す
べ
し
、
0>

激
像
す
名
.
娌
®

生
；產
«

猫

を

採

用

オ

る

に

至

る

，で

あ

ら

ぅ

。
.
然

し

乙

の
 

ぐ
し
は
な
ら
な
い
令
で
‘
あ
る
。 

调
翅
以
紐
合
ま
ヤ
は
ギ
ル
ド
が
そ
れ
_

ら
の
1

生
と
な 

ま
衣
之
を
消
畫
者
の
侧
か
ら
觀
察
し
て
見
て
沭
泔
費
4

國
.廉
ビ
.商
議
す
る
こ
と
に
依
つ
て
W

決
し
得
る
の
で
：■ 

渚
は
其
要
求
す
る
fe

の
を
得
れ
ば
そ
れ
で
は
い
の
で
、

|

あ
る
。 

.

：

其
傭
が
如
何
に
生
産
^

れ
た
；か
：̂
破
に
對
し
て
は
重
汰 

一

M

VR

生

產

潘

，

か

ら

乙

の

問

題

を

；横

極

的

に

見

る

S
 

な
欄
避
で
'̂

な
い
の
；で
あ
る
。
讀
：费

者

は
.;
*

欲

求

す

る

\

谁
產
過
■

は
.
其
#

働

！

4

於
け
る
快
、.
不

快

の

分

る

、
所 

擔

物

の

得

ら

れ

ざ

る

飞

き

に

て

、
干
渉
の
權
利
を
~

で
あ
々
、
安
全
、
危
險
の
分
岐
點
で
.
あ
る
。
で
あ
る
.か 

要
求
す
る
の
で
あ
る
：。
妙
れ
.

消
*

诸
に
猓

P
.
V

他
ら
生
康
者
は
こ
の
産
業
管
酒
の
問
題
に
つ
い
て
決
度
權 

つ
の
偏
係
の
あ
る
.事
項
が
あ
-;
^

。

.
一
生
逾
過
:«

が
を
有
す
る
資
格
が
充
分
あ
る
の
で
あ
名
。

*

た
必
;#

の
ょ
い
：̂
の
で
あ
る
が
不
擺
鑛
0

禪
合
に
^

'

第

三

；
の

：
問

題

は

勞

働

條

#

の
.
問
褪
で
あ
る
。.
將
來
國
. 

て
林
消
.

®
著
^

生
潼
苕
が
:.
«

過
喔
を
_

用
す
る
乙
ビ
に
|
家
に
お
け
る
勞
働
組
合
を
余
然
獨
立
の
刚
體
で
あ
つ
て 

侬
0

て
.
搞

韻
.«
_

牲
を
：拂
は
艽
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
£

ー.
國
'
有
產
業
の
下
に
於
て
其
.勞
_

條
#

に
'
就
い
て
國
家
<
 

で
あ
A

。t

し
勞
_

龃
合
が
利
©

,.
4

>
目
的
ど
す
:-
^

營

利

；
商
_
を
行
ふ
も
の
ミ
す
る
人
は
生
產
潘
の
產
響
理
を 

_

猶
ャ
為
る
韻
合
杧
は
浪
费
者
：は
满
傭
業
欄
-«

に
_

つ

泚

®

圍
に
限
定
し
、
勞
働
組
合
の
機
能
を
自
(©
^

引
に 

て
の
み
消
費
者
の
.
利
益
を
擁
遯
し
得
る
の
で
あ
る
け
れ
限
定
せ
ん
^

す
る
も
の
で
あ
る
。彼
等
は
ト
レ
I

ド
f

ボ 

ぞ
^

,#
_

:̂

が

一

定
办
支
雜
^

保

瞪

ネ

れ

て

混

る

場

会

—

ポ
を
«

酿

す

る

主

：漲

ミ

似

上

(?
)

-
所

說

ど‘
を

合「

し

て

>
 

ト

レ
I

ド
.

ボ
ー
.
.ド
：«
,.賃

银

へ
.1
»

時

_
問

继̂
全

問

題
^

0

し
て
は
管
1|
^

に
對
し
て
同
盟
罷
ェ
を
施
；

遴
業
.に
渉
.つy

管
獲
を
行
ひ
、
生
產
者
め
管
理
令
夢
想

1-
.
.
.
. 

:
' 

.
:

R

等
し
い
.
も
..の
ビ
す
る
0

0

る
.
o 

U

r

レ
.
I
.
'ド
*

ボ
I

. 

ド
の
餐
銀
並
に
^

®

時
拙
の
#

徒
は
>

■«
»

胄
の
道
徳 

K.
^

P

:T

淀
：如
ら
れ
於
氹
活
骠
鄭
‘に
從
つ
て
消
费
者
化 

.̂

つ
て
賃
银
^

勞
働
時
铜
^

を
決
定
す
る
事
で
ぁ
^

0.ノ
 

而
；:0
て
、.
彼
等
は
#

働
®

■

員
%
の
-$
1

]
渡
を
擴
張
し
て
、
 

之
*

注
康
*

に
與
へ
欉V

J
,

る
。
-
勞
働
委
員
翁
そ
：の
％ 

の
.は
優
秀
な
^

の

に

：相

異

な

S

杉
れ
オ
沐
勞
働
凌
員
會 

•の
I

女
以
.
つ
，て
生
®
落
ね
衡
す
る
族
業
的
權
利
の
全
體 

ビ
^

る
次
&

诚
!>
:̂

れ

は

明

か

に

勞

働

，界

^

^

0

る
ナ 

シ
デ
^

力
リ
ズ
ム
の
傾
向
を
觀
過
し
た
も
の
で
ぁ
る
？ 

國

有

满

業

：
^
ぁ

つ

ヤ

ヽ

法

称

を

以

つ

セ

決

笼

せ

ら

れ

た
 

最
«

潰

溆

は

最

高

‘賃

觀

t

尨
る
'の
傾
向
が
，本
る
^
ぁ
ら 

ぅ
：。
姻
有
產
渫
制
度
の
卞
に
.
'ぉ
ぃ
允
极
他
に
、-«
爭
猶
產 

鐵

，
の

存

在

す

る

仍

\

で
な
け
れ
ぼ
、
赁
做
ば
消
費
者
の
好 

意
に
侬
.
つ
て
決
定
せ
ら
る
、
の
で
あ
.

I
。
ぁ
石
_特
殊
'0

す
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
賃
銀
/
t

時
間
と
亿
關
す
る
.同 

0
0
S
紙

: #

の

繼

.猶

標

黎
«

す
る
同
欐
罷H

で 

あ

る
.0

そ

し

て

社

會

の

立

場

か

ら

す

れ

ば

其

；道

.德

的

樑
 

維
の
低
し
ビ
云
■
ふ)

J

 

V」

に
對
ず
る
#

難
に
對
しV

は
，之 

を
許
容
す
る
こ
^

を
し
な
い
で
あ
ふ
ぅ
。：
而
し
て
現
在 

の
狀
_

を
以
つ
て
見
れ
ば
勞
«

«

合

に

.對

し

て

賃

龈

ど
 

卿

間

ミ

を

管

理

す

る

，こ

^

©

必
螌
は
其
：̂

が
3 E

常
な 

賃
銀
を
得
ず
レ
て
S

.
過
渡
め
勞
働
に
從
事
し
て
あ
る
か 

ら
で
あ
る
。

而
し
て
齑
業
管
趣
權
6

:®

求
は
高
5

赁
鈒
S

短
き
勞 

•«

翁
間
に
對
,

る
，も
，の
、
/
Vば
*

,本
®

を
興
に
し
て
^

る 

產
業
猶
件
ビ
其
癒
程
ヒ
女
i

せ
.ん
'i

す
必
の
が
^

^

 

，求

の

本

質

で

あ

る

。

而

し

て

、

摩

働

，者

の

要

求

の

充

足
 

.さ

机
-̂

时

れ

ば

贫

ら

な

ぃ

.の

は

，
>

の

.%

圍
R

於
‘
て
V

あ 

b

r

集
產
主
邈
制
採
の
下
に
お
け
る
勞
働
委
M

會
ビ
鄕 

固
な
^

獅
立
、‘の
勞
.
慟
組
，合
:̂

で
は
之
を
*

见
す
る
z

.€

0
^
0
 ̂

.
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ニ
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觅
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第
十
！r

卷

(

二
八
*
?ハ)

雜

錄

’

ド
社
會
親
の
國
家
觀 

.
節
ニ
號
一
四
因 

. か
：：：；

1來

'̂)

の
で
あ
る
。

o

.

.p
,w
.
o
o
l
e 

:

!

;̂
e
. oollectlve 

prosteerin

crqr 
を
以
つ
で
せ
：ん
？
す
る
に
あ 

World 

o
f 

:
v
f
, 

p
p
; 

3
5
3
1
3
6
2
)
： 

る
。
然
る
に
ギ
ル
ド
社
會
主
義
は
社
會
主
義
S

礎
の
：

.

以
上
が
集
產
主
義
の
學
銳
に
對
す
る
ギ
ル
ド
社

#

主土におけるサンデ

ィ
カ
リ
ズ
ム
ビ
云
ふ
こ
と
が
出
來

「

«
:の
批
評
で
あ
る
。
私
は
以
下
サ
ン
デ
ィ
力
タ
ズ
ム
S

ょ
ぅ
。
サ
ン
デ

ィ
カ
ジ
ズ
ム
は
^

體

^

^

人

を

萬

能

へ

ふ

■.
.
.
.

 

. 

. 

.

.

.

- 

. 

• 

.

.

-

澳
批
評
に
就
い
て
述
べ
な
竹
れ
ば
な
ら
な
い
。

..
: 

\

ら
し
め
、
_

體

的

營

利

、に
.
對

す

る

豫

防

に

お

い

て

失

敗
 

ン

:

芄

'

一

,

|

し
^

の
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
社
#
主
義
は
サ
ン
デ
ィ
カ
ッ
ズ 

•

ギ
ル
ド
社
會
主
義
は
ナ
ン
デ
ィ
力

;^

ズ
ム
.
に
對
し
て
™

ム
の
糈
髓
で
あ
る
產
業
民
主
主
義
を
保
持
す
る
の
：に
、
 

毛
亦
批
剑
的
德
度
を
採
る
の
.で
あ
る
0

け
れ
ど
も
.ギ
ゲ
ナ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
社
會
典
同
の
必
要
ビ
共
同
の
政 

ド
祉
嚙
主
_

は
ナ
シ
デ
ぺ
ィ
カ
ソ
ズ
ム
^

對

ル

て

深

甚

な

：
策

に

. »

す
.
る

最

高

の̂
察
^

忠

れ

：た

の

で

あ

る

。

同
セ
を
■.表
.1
る

コ

.

.ル
过
キ
.；ル
ド
撒
會
主
義
.

^
サ
.ン.

| 

(
C
o
l
e
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e
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n
i
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:

デ
イ
力
見
ズ
ム
と
の
御
係
に
つ
：い
て
次
の
#

に
云
つ
て

1
4
0
)

.'
'

•

居
る
。「

ギ
ル
ド
祉
會
生
義
の
サ

.
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ

：
4
に

對
，
|

:.:
「

槪
し
て
言
べ
ば
ナ
ン
デ
ィ
力
リ
ズ
ム
は
他
の
.其
脊
後 

:

:

:す

る

：闕

係

は

國

家

社

會

主

殲

の

：
資

本

生

*

R

對

す

る

關:
j :
に

生

命

の

g

動
す
る
様
な
學
說
ヒ
同
じ
樣
に
其
主
張
す
：：
 

:
係

:1
:;

あ
る
。
國
家
祉
會
生
義
は
侧
家
資
本
中
；義
で
あ
る
る
所
に
正
し
く
其
否
定
す
る
所
に
お
い
て
誤
っ
て
雇 

-
—

II

體
的
基
礎
の
.上
に
お
け
る
資
本
主
義
で
：あ
る
;0
:

る』
(
c
o
l
e

 
:
—
T
h
e
w
o
s

 

o
f
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a
b
o
u
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p
,

 3
6
7
)

ど
の 

;.

闕
家
社
會
主
義
0
0
的
ビ
す
る
所
诚
不
规
則
的
の
：私
人
:

ち
ー
ル
の
.
ナ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム

.
批

評

は

彼

の

言

葉

を

.作 

的

資

本

家

に

代
^

る
に
全
社
會
の
彻
體
的
營
利
穿
て
言
へ
ば
次
の

1
办
で
ぁ
ゐ
.
。「

も
し
サ
>

、デ
.

イ
.
力
，リ

ズ
-人

が

現

今

の

阈

寧

が

歷

御

者

..の

肇

啪

に

あ

な

一

の

 ̂

具

で

各

る

と

云1
の
み
.で

な

ぐ

、
：
サ
ン
.
1ズ

ィ

力
r

v

A'1 

が
生
產
者
の
機
關
以
外
の
如
何
な
る
共
郧
贫
志
表
現
夺 

形

跡

を

も

全

體

之

を

破

壞

す

る

の

を

目

的

い

已

す

る

意

'味 

に
於
'€
-
#政
治
的
で
あ
る
と
云
^-
な
ら
ば
、
サ
.ン
デ
ィ
力 

y
ズ
ム
は
願
4
る
の
必
要
な
き
學
說
で
ぁ
る
。
然
じ
乍 

ら

も

し

、

サ
.
ン

デ
，

—

力
タ
ブ
ム
が
勞
働
考
の
生
活
が
勞 

働
ど
を
管
理
せ
ん
ビ
す
る
勞
働
者
0'
駆
求
を
充
6
ず
る
.

ニ〕

ぐ
ぃ
を
意
张
す
る
と
解
す
な
ら
ば
ナ
シ
デ
イ
カ
リ
ズ
ム

業
管
理
權
0:
要
#
ば

、

生

.
^
^
^
み

を

社

會

組

_

の

1
、
 

素
た
ら
し
め
锬
と
す
る
の
.で
ぁ
る
。
彼
等
の
主
張
す
る 

■所
は
.消
費
者
の
機
#
仏
お
.

S

て
、
生
.產
潘
鄭
制
を
主

 ̂

せ
ん
：ビ
ず
る
‘も
0'
で
ぁ
る
。
迤
業
管
理
0
三
問
題
を
全 

部
，f
ン
デ
ィ
カ
に
於
て
決
定
，せ
ん
ミ
す
.る
も
の
で
あ
る
o 

故
に
彼
等
は
國
家
を
.否
定
ず
..る。
»
家
は
單
に
階
級
闘 

爭
に
^
”る
權
カ
階
級
が
他
の
階
級
を
綾
t
せ
ん
ど 

し
て
鈕
織
む
た
、I

の
手
段
に
過
ぎ
な
い
も
の
S
主
張 

し
、
其
必
然
的
結
路
と
し
て
勞
_
者
の
創
設
す
ベ
き
降
.

は

-©
ほ
，社
會
主
義
を
官
僚
的
集
*
主
義
よ
6
毛
よ
り
よI

,

來
の
社
會
に
おi

て
は
S
:‘國
家
ば
6
も

の

、
存
芏
を
許

き
あ
る
も
の.VJ

な
す
乙
^
の
出
來
5 ;
生
命
カ
ど
な
な
の 

で
あ
名
。」

(
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e
i
f
-
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o
v
e
r
n
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こ
の
批
評
で
.明
&
:で
.あ

る

機

に

ギ

ル

ド

社

#

主

義

は 

ナ
ン
デ
ィ
カ
ジ
、ズ
ム
の
國
家
の
否
定
を
非
ビ
し
> 
其
生 

彥
#
に
到
す
る

济
業
管
瑯
權
0
要
求
に
同
情
を
表
す
る 

の
で
：あ
る
。

け
れ
ど
も
サ
ン
デ
ィ
力
少
ズ
ム
の
生
產
栽
k
よ
る
.
產

.

:

容
U

な
い
の
で
あ
各
東
然
じ
斯
の
如
き
主
張
は
W

家
の 

機
能
を
現
艇
^

於
げ
を
雛
能
0.

み
€
解
す
る
に
依
る
の 

で
あ
る
o

ナ
ン
デ
ィ
力

ソ
ス
ト
は
何4

,

注
產
f

ベ
き
か 

の
問
®

tc

對
し
て
生
產
激
の
管
理
を
主
張
す
る
も
の
で 

あ
る
が
、

.
货
物
仍
«.

见
£

供
給
.̂

を
調
*

せ
し
む
べ
き
- 

機
關
め
し
て
歡
鲁
取
引

所
.Bo

u
r
s
e
s

 

d
u
M
T
r
a
v
a
i
r

を
設 

置
す
.る
.を
云
ふ
。
.
.こ
の
.
勞
働
耿
引

所
な
る
も
の
は
集
產
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•
ギ
タ
'ト
欧
會
主
義
'の
國
家
覜 

主
義
制
度
の
下
に
お
け
る
國
家
に
代
は
る
べ
き
も
0;
で

： 

各
部
の
生
產
潘
に
生
產
命
令
を
發
す
る
機
關
で
，あ
る
。
’ 

然
し
乍
ら
問
題
は
何
が
生
產
さ
る
ベ
.き
かw

云
：ふ
.こ
f

 

は
實
際
之
を
生
a
す
る
懲
働
者
に
關
す
る
，レ
ビ
で
あ
る 

か

.
、

ま

た

は
社
會
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る
か 
<
云

ふ
こ 

と
で
あ
る
。：
こ
の
問
題
ば
生
產
«
が
何
を
.生
產
す
る
^

き
に
お
い
て
も
生
產
者

^

し
て
.
關
tf
v

す
る
事
喷
で
は
な 

い
。
故
に
其
擴
張
し
れ
機
能
を
有
す
る
勞
働
‘取
引
所
ま 

た
は
勞
働
組
合
會
議
は
事
實
上
變
形
し
た
國
家
ま
た
は 

自
治
體
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
づ
て
、
そ
は
決
し
て
、

眞
の
生
.產
潘
の
圓
體
で
は
な
.<て
、
不
完
全
な
消
費
彩 

の
吻
體
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る(

多
。
&

。
£ 
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c'r. 
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3
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オ
レ
’丨
デ
も
同
じ
く
ナ
ン
デ
ィ
力
ソ
ズ
ム
を 

批
評
し
て
云
ふ
o
'

「

國
f

ネ
主
義
に
對
す
る
M
SJ
と 

し
て
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
國
家
を
：否
定
す
る
所
ま
で 

行

?
た
。
然
し
な
が
ら
實
際
的
の
.思
想
に
於S

て
は
國

第
'ニ
-

1

四
六 

が
實
質
上
、
近
時
の
フ
ラ
ン

ス
の
ナ
V
デ
ィ
ヵ
リ
ズ

ム 

を
し
て
英
國
の
ナ
^

ョ
ナ
-̂

ギ

V

ツ
の
主
義
ビ1

.

致
せ 

し
め
た
の
で
あ
る
。」
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以
上
私
は

"

集

產

：主

義

及

び
ナ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ

ム

の 

產
槳
管
现
問
題
に
對
す
る
態
度
ミ
ギ
ダ
ト

ft

會
主
義
の 

デ>S

M

す
る

批
評
の
，一
般
ミ
を
窺
つ
た
。
集
產
主
義 

に

紅

け

る

國

家

萬

能

主

_

も

.̂

ン
デ
ィ
力
y
ズ
ム
に
あ 

け
る
國
家
の
否
定
i

共
に
.
ギ
ル
ト
社
會
主
義
の
楚

E

す 

る
所
で
な
.
か
つ
た
。
而
し
て
現
今
の
社
#

主

義

が

_

ま
 

.+
:

義
を
意
味
す
る
も
の
ミ
.
し
な
ら
ば
’「

集
產
主
_

は
.益 

々
.實
幾
的
計
劃VJ.

な
り
、
愈
々
其
.感
激
す
メ
き
理
想
を 

失
ひ
ら
S

ぁ
.
つ
て
、
社
會
主
義
ゆ
煩
悶
し
て
居
る
の
で 

ぁ
:̂
'0
も
し
も
、
社
會
主
義
が
サ
シ
デ
ィ
力

リ
ズ
ム
に 

お
け
る
ょ
&,

も
の
を
採
り
、
幺
を
集
產
主
義
に
お
け
.る 

ょ
き
も
の
ビ
_

*す
る
な
ら
ば
、
そ
は
生
氣
あ
る
主
義 

に
復
薛
し
、
益
々
活
氣
あ
る
も
の
ミ
な
る
こ
と
.が
出
來

家

纟
テ
，
<
.
.
カ
.も
.
ハ̂，に
<認
め
.
&れ
'て
居
.

,
V の
^?*■

る 

O
L (worI<J 

o
£ 

•
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a
b
o
u

n.

CD
'

如
{
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會
*

雜
の
^

化
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_
サ
ゾ
デ
イ
力
タX
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A

と
集 

產
主
義
4

の
提
所
に
求
め
v

v

K

ギ
ル
-
ド
社
#
主
義
を 

主
張
す
る
に
至
つ
た
も
の
ゼ
.
あ
る
。::
>
,

斯
の
樣
に
產
業
管
理
間
题
に
對
す
る
態
度
は
集
産
主 

義
に
於
て
は
池
费
者
專
制
で
あ
り
、
サ
ン
デ
イ
カ
リ
ズ 

ム
^

於
て
は
を
產
胄

«!
«

で
あ
る
。
ギ
ル
ド
社
會
主
義 

は
ナ
ン

デ
イ
力

？
.
ズ
ム
0-

'主
張
^

同
情
を
持
ぢ
な
が
ら 

尙
ほ
之
に
對
し
て
全
部
的
の
常
定
，を
興
へ
な
い
の
で
あ 

.
る
。

¥

ル
ド
»

#

主
«

は
跑
^

も
述
べ
た
樣
に
產
*
罾 

理
に
あ
け
•
る
生
產
者
の
‘重

©
を
高
.唱
す
る
、

け
れ

ダ」

も 

#
等
は
ま
た
消
費
者
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
來 

な
か
つ
れ
の
で
あ
る
。
郎
ち
コ
；
1

ル
の
言
の
如
く
ナ
ン 

デ
イ
カ
リ
ズ
ム

S

集
產
主
義
に
お
け
る
：ょ
会
も
の
を

*

 

っ
て
之
を
綜
合
せ
ん
^

試
み
れ
の
で
あ
る
。
之

を

一
而 

.
か

ら

言

べ

ば

サ

シ

デ

：
イ

カ

リ

へ

ズ

ム

ヒ

集

產

主

義

ど

の

'妥 

協

で

あ

るo

だ
か
ら
ベ
ル
ト
ラ

' 

ン
K
 

*ラ
ッ
セ
：ル
は
ギ
ル 

ド
社
會
主
義
は
英
國
人
の
妥
協
を
好
む
糖
神
.の
#

露
で

あ
る
、匕
.評
し
て
^

る
。
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然

ら

ば

ナ

ン>-
十

カ

ソ 

ズ
' 

ム
の
國
家
の
杏
定
を
非
ど
し
、
集
產
、3£
:

«
{t

お
け
る 

國
家
萬
能
を
^

V
I

す
る
ギ

\

ド
社
會
主
義
に
於
け
る

_

 

家
6

は
何
で
あ
る
か
、
其
機
能
如
何
。
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の

人
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高

橋

誠

一

耶

1

.

■

侧
蘭
西
が
最
初
の
緙
濟
學
派
た
る
p
tr

l.
。
。
^

^

を
 

產
し
た
る
ゆ
、

ユ
ー

.
r

ジ
ス
ト
を
多
く
出
せ
る
を
以
て 

顯
著
な
る
時
代
な
ぅ
し
.に
拘
ら
ず
、
彼
れ
等
の
徒
は
孰 

れ
劣
赀
な
機
智
を
.缺
き
、
華
麗
を
失
し
、
’
端
嚴
莊
m

k

 

し
て
、
又
た
屢
々
陰
爾
8

重
な
る
筆
致
を
以
て
、
乾
燥
. 

無
味
な
る
.
問
題
を
論
じ
た
K

。
而
し
て
^

も
彼
れ
等
の 

み
獨
!)
,

永
劫
^

變
な
を
眞
理
の
受
託
者
た
る
が
如
く
、
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四
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八
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